
１ ⻑野県の⼈⼝減少の現状と課題

〇 ⻑野県の⼈⼝は、2001年の約222万⼈をピークに減少を続けており、2024年2月に200万⼈を
下回った。

〇 このままの状況が続くと、2050年には160万⼈以下、2100年には80万⼈以下まで減少する⾒通し。

⻑野県⼈⼝の推移と将来展望
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現状推移ケース

出典︓2020年までは国勢調査（総務省）、2025年以降は⻑野県企画振興部推計
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2000年:2,215,168⼈
(国勢調査)

2001年:2,220,208⼈
(毎月⼈⼝異動調査(⻑野県))

2024年2月:1,999,182⼈
(毎月⼈⼝異動調査(⻑野県))
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〇 出⽣数は、第２次ベビーブーム以降、ほぼ⼀貫して減少が続き、2023年には11,125⼈と、ピーク時
から約7割減少。

〇 合計特殊出⽣率は、全国を上回っているものの、4年連続で低下しており、2023年には1.34と過去
最低を更新。
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〇 2000年と2050年を⽐較すると、⽣産年齢⼈⼝（15〜64歳）が140万⼈から78万⼈に減少する
⼀方、高齢⼈⼝（65歳以上）は48万⼈から66万⼈に増加し、総⼈⼝の４割を超える⾒通し。
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出典︓2020年までは国勢調査（総務省）
2050年は国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所
「⽇本の将来推計⼈⼝（令和５年推計）」
による

⻑野県の年齢３区分別⼈⼝（⼈⼝ピラミッド）

2050年

１ ⻑野県の⼈⼝減少の現状と課題
将来起こりうる問題（例⽰）
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〇 このままでは、私たちの暮らしや産業などに様々な問題が⽣じるおそれ。
例えば・・・
〇労働⼒⼈⼝、消費者⼈⼝
の減少
→市場・社会が縮小
→投資が縮小
→⽣産性が向上せず成⻑⼒や産
業の競争⼒が低下

〇インフラや社会サービスの維持困
難
・道路・上下⽔道等のインフラや⾏政サー
ビス、地域公共交通などの維持が困難に
・⽣活の足が減少し、通学・通勤、通院、
買物などが困難に

〇社会保障等、財政負担の増大
・高齢化に伴う⼀⼈当たりの所得の低下
・後世代の医療・介護・年⾦の負担額が
増加

〇地域の担い⼿不⾜
・コミュニティの弱体化や伝統⾏事の
存続が困難に
〇地域居住密度の希薄化
・空き家・空き地が増加し、スポンジ
化が進⾏
〇農山村地域の過疎化
・農地や森林が荒廃し、⾷料⽣産・
洪⽔防止機能などが低下
→⻑野県の魅⼒である豊かな⾃
然・美しい景観の消失

〇高齢⼈⼝の増加
・単身高齢者のみの世帯や認知症
が増加
・医師や看護師が不足する地域も

これらの問題を解決するために・・・

○⼈⼝減少下にあっても活⼒を維持・向上させるためには、⾏政、産業界、地域が、これまでの常識にとらわれることなく、新しい未来を創造し
ていくとの強い決意を持ち、それぞれが⾏動変容を⾏っていくことが必要
○こうした趣旨に賛同する団体・個⼈を幅広く募って県⺠会議を設⽴。⼈⼝減少対策を進めるための戦略を決定し、オール信州で取組を推
進していく

誰もがしあわせ(Well-being)を実感できるゆたかな社会を創るため、私たちが
できることを共に考えましょう

⼈⼝減少対策を進めるための県⺠会議



１ ⻑野県の⼈⼝減少の現状と課題
高齢⼈⼝の増加
〇 2020年は、超高齢社会⽔準（21%以上）に達していない地域も⾒られる。
〇 2050年になると、ほとんどの地域で高齢化率が30%を超え、山間部の多くで50%以上となっている。

出典︓「国⼟数値情報（1kmメッシュ別将来推計⼈⼝データ（H30国政局推計））」を加工し作成

30年後推計

2020年 2050年

※１つの (メッシュ)は1km×1kmの範囲を表している。
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高齢⼈⼝の増加
〇 2020年は、超高齢社会⽔準（21%以上）に達していない地域も⾒られる。
〇 2050年になると、ほとんどの地域で高齢化率が30%を超え、山間部の多くで50%以上となっている。

出典︓「国⼟数値情報（500mメッシュ別将来推計⼈⼝データ（H30国政局推計））」を加工し作成
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※１つの (メッシュ)は500m×500mの範囲を表している。
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１ ⻑野県の⼈⼝減少の現状と課題
インフラや社会サービスの維持困難︓⽔道
〇 今後施設の更新・修繕費の増⼤が⾒込まれる⼀方で、⼈⼝減に伴い料⾦収⼊は減少。
〇 施設の効率的な更新・修繕を進めるとともに、施設統合や事務の共同化を進める必要がある。

⻑野県の⽔道事業（令和４年３⽉末時点） ※（ ）内全国順位

上⽔道（事業） 簡易⽔道（事業） 浄⽔場（箇所） 配⽔池（箇所） 管路（km）

６１（２） １２４（５） ６２８（１） ２，０７７（１） ２３，６０４（12）
出典︓「⽔道統計」（⽇本⽔道協会）

「全国簡易⽔道統計」（全国簡易⽔道協議会）

出典︓「⻑野県⽔道ビジョン」（⻑野県）、「地方公営企業決算状況調査」（総務省）

１ ⻑野県の⼈⼝減少の現状と課題

取組の柱

策定趣旨

１ 急激な少⼦化に⻭⽌めをかけ、総⼈⼝を早期に定常化する ２ ⼈⼝減少期でもゆたかで活⼒ある経済社会を構築する

• 急激な⼈⼝減少下において、少子化・⼈⼝減少への対応は、最優先課題としてあらゆる施策を総動員して対策を講じていく必要がある
• 本戦略方針は、しあわせ信州創造プラン3.0を基本とし、県⺠の希望を叶える少子化対策と⼈⼝減少を前提とした社会づくりに向けた取組をさらに深化・加速化するもの

(1) 若い世代の実質所得を引き上げる
 若者・⼥性の賃⾦引き上げや⽣産性向上の取組⽀援
 若者の経済的負担の軽減、同⼀労働同⼀賃⾦等の産業界への働きかけ など

(2) ⼦育てと仕事の両⽴を当たり前にする
 企業トップの意識改⾰を促し、⼥性が⾃分らしく働ける環境づくりを推進
 仕事と育児の両⽴を⽀援する企業の応援、各種認証制度の活⽤・取得促進 など

(3) 出産・⼦育て支援を強化する
 子育て家庭の経済的負担を軽減するための⽀援策を拡充
 子どもや子育て家庭を⽀援する様々な個⼈・団体（こども⾷堂等）の⽀援 など

(4) 若者の出会いと結婚を応援する
 メタバース婚活等による出会いの場の創出 など

(5) 魅⼒ある環境と⼀⼈ひとりに合った学びで⼦育て世代をひきつける
 ⼀⼈ひとりに合った学びを⾃ら選択できる実践校の設置
 豊かな⾃然環境と多様な地域資源を活⽤した「信州やまほいく」の普及 など

(6) ⼥性・若者をひきつける仕事とまちを創造する
 信州を若者が集う拠点にする取組の促進、⼥性・若者等をひきつける住まい環境整備 など

基本理念

【⼈材確保】
(1) 働きたい全ての県⺠の就労を支援する

 高齢者等の能⼒や経験を最⼤限発揮できる就労環境整備
 従来の雇⽤形態にとらわれない働き方「副業・兼業」「⼀⼈多役」の促進 など

(2) 分野ごとに⼈材確保策を強化する
 「農林業」「医療・福祉」分野等への更なる⽀援の充実 など

(3) 産業や暮らしでのデジタル化、ロボット化を徹底的に推進する
 事業者等のデジタル化⽀援、県・市町村による全県的なＤＸ推進体制の強化 など

(4) 外国⼈が暮らしやすく、働きやすい環境をつくる
 ⽇本語教育の充実、安⼼して医療が受けられる体制づくり、企業への受⼊れ⽀援 など

【社会経済活⼒の向上】
(5) 強靱で健全な経済構造へ転換する

 ⽣産性向上の促進、成⻑期待分野への事業展開等の⽀援、事業承継・引継ぎ⽀援 など
(6) ⼈⼝規模にふさわしい社会システムを構築する

 学校等公共施設の再編、⾏政の主体的関与による交通ネットワークの確保・維持 など

• 若者の結婚や子どもを持ちたいといった希望の実現により少子化の流れを変え、急速に進む⼈⼝減少社会への適応にも併せて取り組む
• 今を⽣きる私たちの世代も、未来を⽣きる将来世代も、しあわせを実感できる真にゆたかな社会の実現を目指す

基本目標
１ ⼈⼝減少スピードの「緩和」
‣結婚・出産を含む⼥性・若者の希望実現を最⼤限⽀援することにより、

急激な少子化に⻭止めをかけ、総⼈⼝を早期に定常化する。

２ ⼈⼝減少社会への「適応」
‣多様な⼈材の労働参加や労働⽣産性の向上、ＤＸや国際化の推進等により、

⼈⼝減少期でもゆたかで活⼒ある経済社会を構築する。

⻑野県の取組
○ ⼈⼝減少下にあっても活⼒を維持・向上させるためには、⾏政、産業界、地域がこれまでの常識にとらわれることなく、
⾏動変容を⾏っていく必要 ➡ オール信州で⼈⼝減少対策を進めるための県⺠会議⽴ち上げと戦略策定（年内）

⻑野県少⼦化・⼈⼝減少対策 戦略⽅針（案）【概要】 令和６年２月６⽇


